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脚
部

子
ど
も

の
権
利
条
約
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
「
子
ど
も

メ
デ
ィ
ア
」

の
国
際
的
な

N
P
O
で

あ

る

チ

ル
ド

レ

ン
ズ

・

エ
ク

ス
プ

レ

ス
一

子

ど

も

に

よ

る

ニ

ュ
ー

ス

の
取

材

・

編

集

・

配

備
、

ラ
ジ
オ
番
組

の
制
作
な
ど
を
展
開
し
て

い
る
団
体
－
と

「
覚
え
書
き
」
を
交
わ
し
て
交

流
・

連
携
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
現
在
、
運
営
委
員

の
安
部
芳
絵
さ
ん
が
チ

ル
ド
レ
ン
ズ

・

エ
ク

ス
プ

レ

ス
本

部

の
あ

る

ワ
シ

ン
ト

ン
D

C

で
研
修

中

で
す

。

一

一
月

の
子

ど

も

の
権

利

条
約

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
数
人

の
子
ど
も
た
ち
が
来
日
す
る
予
定

で
す
。
子
ど
も
自
身

が
情
報

の
収

集
・

編
集

・

発

信
な

ど

に
取

り
組

ん
で

い
る

チ

ル
ド

レ

ン
ズ
・

エ
ク

ス
プ

レ

ス
と

の
交

流
は
わ
た
し
た
ち

の
活
動

に
貴
重
な
示
唆
を
与
え

て
く

れ
る
で
し

ょ
う
。

青
空
と
緑
と
子
ど
も
達
の
声
と

～

チ

ル
ド

レ
ン
ズ
・

エ
ク

ス
プ

レ

ス
イ
ン
タ

ー
ン
日
記

安

部

芳

絵

（
運
営
委
員
・

早
稲
田
大
学
大
学
院
）

日
本
の
地
を
離
れ

て
は
や

一
か
月
が
た
と

う
と
し
て

い
ま
す
。
私
は
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
の

代
表

と
し
て
、
現
在

ワ
シ

ン
ト
ン
D
C
に
あ

る

チ

ル

ド

レ

ン

ズ

・

エ

ク

ス

プ

レ

ス

（
C
h
i－d
r
e
n
、s
E
x
p
r
e
設

、
以
下
C
E
）
本
部

で
イ

ン

タ

ー

ン

中

で
す

。

J
U
C
E
E

（
日

米

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

・

エ

ク

ス

チ

ェ

ン

ジ

）

の

日

米

N

P
O
交

流
プ

ロ
グ

ラ

ム
の

一
環

と

し

て
、

七

月

中
旬

の

サ

ン

フ

ラ

ン
シ

ス

コ
で

一

〇

日

ほ

ど

ト

レ

ー

ニ

ン
グ

を

受

け

て

か

ら

、

単
身
D
C

へ
や

っ
て
来
ま
し
た
。

暖
か
く
迎
え
て
く
れ
た
C
E

C

E

の
オ

フ
ィ

ス

は

ホ

ワ
イ

ト

ハ
ウ

ス
か

ら

ほ
ど
近

い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

ス
タ

ッ

フ
は
約

一
〇
名

。
彼
ら
は
み
な
有
給

ス
タ

ッ

フ

で

す

。

C

E

に

つ

い

て

は

ニ

ュ
ー

ス

レ

タ

ー
四
三
号
で
紹
介

し
ま

し
た
が
、
子
ど
も

に

ょ

る

ニ

ュ
ー

ス
の
配

信

二
フ
ジ

オ
番

組

の
制

作

を

行

っ
て

い
る

「
子

ど

も

メ

デ

ィ

ア
」

の

国
際
的
な
N
P
O
で
す
。
世
界
展
開
を

し
て

い
る
だ
け
に
、
ど

ん
な
職
場
な

の
か
な
あ
と

不
安

に
か
ら
れ
て

い
た
私
を
迎
え

て
く

れ
た

の
は

、

代

表

・

C

E

O

の

エ
リ

ッ
ク

さ

ん

、
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副
代
表

の
リ
ー
さ
ん
と
ジ

ュ
デ
ィ
さ
ん
を
始

め
と
す

る
、

ス
タ

ッ
フ
全
員

の
暖
か

い
笑
顔

そ
し
て
子
ど
も
達
の
声

で
し
た
。

新

オ

フ
ィ

ス
の
デ

ザ
イ

ン

も
子
ど
も
の
意
見
を
反
映

ア
メ
リ
カ
の
N
P
O
事
情
を
垣
間
見
た
経

験
は
、

ス
タ

ッ
フ
と

子
ど
も
数
人

で
設
計
会

社
を
訪
ね
た
時

の
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
現
在

の
オ

フ

ィ

ス
が

狭

く

な

っ
た

の
で

、

一
〇
月

に
新
し

い
場
所

（
同
じ
建

物

の
九

階
か
ら

五

階

へ
移
る

の
で
す
が
、
広
さ
は
倍
）
に
移

る

際

の
デ
ザ
イ

ン
を
決
め
る
最
終
説
明
会

が
あ

る
か
ら

で
す
。
受
け
付
け
、
採
光
に
工
夫

し

た

ワ

ー

ク

ス

ペ

ー

ス
、

ラ
ジ

オ

録

音

の

た

め

の
ス
タ
ジ
オ
そ
し

て
子
ど
も
が
記
事

を
書

い

た
り

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ
を

行

う

ビ

ュ
ー

ロ
ー

。

建

築
家

の
女

性

か
ら

の
説
明

と
、

ス
タ

ッ

フ
・
子
ど
も
か
ら

の
質

問
。

こ
れ
ま

で
に
二

度

開

か
れ

た
説
明

会

に
も
子

ど
も

が
参

加

し

、
自

分

た

ち

の
ビ

ュ
ー

ロ
ー

に

つ
い

て
机

や
椅

子

は
ど

れ
く

ら

い

い
る

か
、

ミ

ー

テ

ィ

ン
グ
を
す

る
際

の
し
き
り
が
欲

し

い
な
ど

の

要
望
を
伝
え

て

い
ま
す
。
説
明
が
終
わ

っ
た

後
は
絨
毯
と
壁
紙
・
床

の
サ

ン
プ

ル
を

二
種

類
持

っ
て
帰
り
、
ど
ち
ら
が
よ

い
か
全
員

で

投
票
し
ま
し
た
。

新
オ
フ
ィ
ス
の
物
品
は
寄
付

日
本
な
ど
世
界

へ
の
進
出
も
含

め
、

こ
こ

一
年

で
急
成
長
し
て

い
る
C
E
。
確
か
に
子

ど
も
連
も

ス
タ

ッ
フ
も
増
え
、
オ

フ
ィ
ス
を

大
き

く
す

る
必
要
が
あ
る

の
で
す

が
、
よ
く

お
金
が
あ
る
な
あ
、
と
費
用
は
ど

れ
く
ら

い

な

の
か
開

い
て
み
ま

し
た
。
「
い
く
ら
か
詳

し

く

は

わ

か

ら
な

い
な

い
け

れ

ど

、

こ

れ

は

全

部

“

in・
打
in
d
d
O
n
a
tiO
ロ
。
で
す
」
。

驚

い
て

し
ま

い
ま

し

た

。

イ

ン
・

カ

イ

ン
ド
・

ド
ネ

ー

シ

ョ

ン
と

い
う

の
は

つ
ま

り
「
物

品

寄

付

」

の

こ
と

な

ん

で
す

。

な

ん
と

新

し

い
オ

フ
ィ

ス
の
設
計
を
す

べ
て
寄
付
し

て
も
ら

っ
た
わ

け

な

の

で
す

。

C

E
は

苫

－（
c
）
い
：
に

あ

た

る

N

P

O

で
す

。

ア

メ

リ

カ

で
は

苫

－（
c
）
い
：
団

体

へ
寄
付
を
し
た
場
合

、
非
課
税
資
格
を
得

る
こ
と

が
出
来
ま
す
が
、

こ
れ
は
お
金

に
よ

る
寄
付

に
限
ら
ず
、
物
品
で
の
寄
付
も
多
く

行
わ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
仕
事

で
使
う

事

務
用
品
や
食
品
な
ど
が
寄
付
さ
れ
る

こ
と

も
あ
り
ま
す
。

イーア 耳 野 旗 F 冬 ア ビ ゴ 仁 皇 藍 T。 l ．＿ l
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こ
の
覚
え
書
き

は
子
ど
も

の
権
利
条
約
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

と

C
F
i－d
↑
e
n
一s
 
E
x
p
r
e
s
s

F
O
u
n
d
a
tiO
n
（
以
下
C
E
）
と

の
間

に
交
わ

さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
覚
え
書
き

に
お

い
て
は
特
に
以
下
の
こ
と
を
強
調
す
る
。

榊

一
九
九
九
年

一
一
月

二
七
、

二
八
日
の
両

日
の
束
京

で
開
催
予
定

の
子
ど
も

の
権
利
条

約

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
向
け

て
、
子
ど
も
達

の
声

と
経
験
を
ま
と
め
、
仙
C
E
東
京
事
務
所
開

設

の
実
行

可
能
性
を
検
討
し
、
今
後

の
基
礎

を
築
く
た
め
に
子
ど
も

の
権
利
条
約
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
と
C
E
が
正
式

の
協
力
す
る
こ
と
。

「
引り署

1－．塩一九九九年三月に行
わ
れ
た
日
米

コ
ミ

ュ

ニ

テ

ィ

・

エ

ク

ス

チ

ェ
ン

ジ

に

よ

る

日

山不

市

民
活
動

リ
ン
ク

ス
の
出
会

い
か
ら
、

パ
ー

ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
構
築

す
る
こ
と
が
始
ま

っ

た
。
C
E
と
子
ど
も

の
権
利
条
約
ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク
は
主
と
し

て
子
ど
も
の
権
利
条
約
第

一

二
条
実
現
の
た
め

に
、

一
九
九
九
年
七
月

二

・ 述 協 六



日
本
と
ア
メ
リ
カ
に
関
す

る
情
報
を
交
換

す
る
。

C
E

の
「
子
ど
も

の
権
利
条
約

フ
ォ
ー
ラ

ム
馳
」
参

加
の
機
会
を
創
り
出
す
。

C
E
が

「
子
ど
も

の
権
利
条
約
ウ

オ
ー
ラ

ム

伽
」

で
プ

レ

ゼ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン
す

る
機

会
を
創
り
出
す
。

一
九
九
九
年

一
一
月
ま

た
は

一
二
月

に
、

C
E
に
関
心
を
持

つ
日
本

の
国
会
議
一員
の

前

で
プ

レ

ゼ

ン
テ

ー

シ

ョ
ン
す

る

機
会

を

創
り
出
す
。

C
E
東
京
事
務
所
の
開
設
可
能
性
を
検
討

す
る
。

C
E

の
日
本

に
お
け

る
基
礎
固
め
を
は
じ

め
る
。

◇

こ
れ
ら
を
達
成
す

る
た
め

に
、
C
E
は
以

下

の
こ
と
を
行
う
。

・
子
ど
も

の
権
利
条
約
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
、

二
人

の
メ
ン
バ
ー
を
迎
え

入
れ
る
。
う
ち

一
人
は
、
七
月

二
六
日
か
ら

一
〇
月
八
日

ま

で
、
も
う

一
人
は
八
月

一
人
目
か
ら
九

月
七
日
ま
で
で
あ
る
。

二

一人

に
対

し

て
は

、

以

下

の
分

野

に

つ

い

て

ト

レ

ー

ニ
ン
グ

を
行

う

‥
N
P

O

ト

レ

ー

ニ
ン

グ

・
特

別

な

イ

ベ

ン
ト

の

コ
ー

デ

ィ
ネ

ー

シ

ョ
ン
と

ト

レ

ー

ニ
ン
グ

・
事

務

所

の
経
営

ト

レ

ー

ニ
ン
グ
。

・

C
E
の
方
法
・

メ
デ
ィ
ア
・

子
ど
も

の
リ

ー
ダ
ー
シ

ッ
プ

に
関
す

る
経
験
を
提
供
す

る

。

・

少
な
く
と
も

二

つ
の
ア
メ
リ
カ
国
内

の
C

E
事
務
所
と
交

流
す

る
こ
と

で
、
事

務
所

の
経
営
を
紹
介
す
る
。

・

「
子
ど

も

の
権

利

フ

ォ
ー
ニ
フ
ム
馳

」

で

の

子

ど
も

に
よ

る
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー

シ

ョ

ン

の

た
め
に
協
力
体
制
を

つ
く
る
。

C
E
に
興
味
を
持

つ
日
本
の
国
会
議
員

の

前

で
プ

レ

ゼ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン
が

で
き

る
よ

う
に
、
と
り
は
か
ら
う
。

C
E

の
子
ど
も
・
お
と
な
が
子
ど
も

の
権

利
条
約
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
協

力
し

「
子
ど

も

の
権
利
条
約

フ
ォ
ー
ラ
ム
馳
」

で
プ

レ

ゼ

ン

テ
ー

シ

ョ

ン
を

す

る
た

め

の
来

日
を

ア

レ
ン
ジ
す

る
。

フ
ォ
ー

ラ
ム
で
協
力
す
る
日
本
側

の
子
ど

も
を
選
び
抜
き
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
は
じ

め

る
。

「
子
ど
も

の
権
利
条
約

フ
ォ
ー

ラ
ム
馳
」

で
プ

レ
ゼ

ン
テ
ー

シ

ョ
ン
を
行

う
。

C
E
に
関
心
を
持

つ
日
本

の
国
会
議
員

の

前

で
プ

レ
ゼ

ン

テ
ー
シ

ョ
ン
を

行
う

。

C
E
日
本
事
務
所
開
設
の
会
議
に
参
加
す

る
。

C
E
東
京
事
務
所
に
関
す
る
報
告
書
作
成

に
協
力
す
る
。

◇

子
ど
も

の
権
利
条
約
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
以

下
の
こ
と

に
同
意
す
る
。

・

C
E
と
の
将
来
的
な
協
力
関
係

の
た
め

に

二

つ
の
組
織
間
の
個
人
的

つ
な
が
り
を
築

く
0

・

C
E

の
事

務
所
経
営
・
N
P
O

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン
ト
・

特
別
な
計
画
と
関
連
す
る
非
公

式

の
活
動
を
通
し
て
、

C
E
の
方
法
と
将

来
的
展
望
を
学
び
取
る
。

・

C

E

と

の
交

汝仙
に

よ

っ

て

、

N

P

O

マ
ネ

ー
ジ

メ

ン
ト
を

学

ぶ
。

・
安
部
芳
絵
は
七
月
八
日
か
ら

一
〇
月
八
日

ま

で

C

E

の

ス
タ

ッ

フ
と

し

て
参

加
す

る

（
平
野
裕
二
は
八
月

一
九
日
か
ら
九
月
八
日

ま

で
で
あ
る
）
。

「
子
ど
も

の
権
利
条
約

フ
ォ
ー
ラ

ム
伽
」

に

お

い
て
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー

シ

ョ

ン
を
す

る

た
め
に
、

C
E
も
子
ど
も
・
お
と
な
と
協

力
す
る
。

C
E
に
関
心
を
持

つ
日
本

の
国
会
議
員

の

前

で
プ

レ
ゼ

ン

テ
ー

シ

ョ
ン
を

す

る

た

め

に
、
C
E
と
協
力
す
る
。

「
子
ど
も

の
権

利
条

約

フ
ォ
ー

ラ

ム
馳

」

に
お

い
て
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー

シ

ョ
ン

の
場

を
確
保
す
る
。

「
子
ど
も

の
権

利
条
約

フ
ォ
ー
ラ
ム
馳
」

C
E
参
加

に
関
す

る
連
絡
役

を
務
め

る
。

日
程
・

調
整
・

宿
泊

・

子
ど
も

の
募

集

と

ト

レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど

が

こ
れ

に
あ

た
る
。

日
本

の
言
葉
・
文
化
な
ど
に
関
す

る
問
題

を
提
供
す
る
。

C
E
東
京
事
務
所
開
設

に
助
け
と

な
る
で

あ
ろ
う
組
織
を
碍

介
す
る
。

C
E
東
京
事
務
所
開
設
に
関
す
る
報
告
書

作
成
に
協
力
す
る
。

4
．
社
会
の
関
心
を
集
め
る

た
め
に

N
C
R
C
と
は
、
双
方

の
協
力
を
達
成
す

る
た
め
に
、
社
会

の
関
心
を
喚
起
す
る
取
り

組

み

に

つ
い
て
以

下

の
こ
と

に
同
意

す

る
。

・

北
山不
毎

日
の
よ
う

な
日
本

の
新
聞

の
ア
メ

リ

カ

版

に

フ

ェ

ロ

ー

シ

ッ
プ

に

つ

い

て

の

記
事
を
載
せ
る
。

・

C
E
の
記
事
を
翻
訳
し
て
N
C
R
C

の

ニ

ュ
ー

ス
レ
タ

ー

に
載

せ

る
。

・

N

C

R

C
と

C

E
双

方

の
ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

で
取
り
上
げ
る
。

日

本
・

ア

メ

リ

カ
双

方

に
お

い
て

お

互

い

の

パ
ー

ト

ナ

ー

シ

ッ
プ

に
関

す

る

プ

レ

ス

リ
リ
ー
ス
を
行
う
。

N
C
R
C
で
C
E
や
両
組
織

の
協

力
の
関

す
る
プ

レ
ゼ
ン
を
行
う

（
安
部
）
。

フ

ォ

ー

ラ

ム

漂
Y一
に
お

い

て

C

E

の

子

ど

も
達
が
プ
レ
ゼ

ン
を
行
う
。

C
E

の
子
ど
も
達
・

ス
タ

ッ
フ
が
、
N
C

R
C
の
運
営
委
員

お
よ
び

そ
の
ほ
か
、
C

E

に
興

味

が

あ

る

N

P

O

メ

ン

バ

ー

の
前

で
プ
レ
ゼ

ン
を
行
う
。

日
本

に
お
い
て
報
道
を
行
う
。

C
E
の
子
ど
も
達
が
日
本

の
子
ど
も
達

に

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行

う
。

5
．
一
般
的
留
意
点

川

こ
の
覚
え
書
き
は
、
双
方
に
村
し
て
、
財

政
的
な
書
類

で
は
な
く
、
ま
た
ど
ん
な
財

政
的
な
義
務
を
課
す
も

の
で
は
な

い
。

㈲

こ
の
覚
え
書
き

は
、
お
互

い
の
独
立
性
を

保

つ
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
権
限
を
な
く
す

も

の
で
も
な
け

れ
ば
、
弱
め
る
も

の
で
も

な

い
。

付
こ
の
覚
え
書
き

は
、
子
ど
も

の
権
利
条
約

ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
運
営
委
員
、
C
E

マ
ネ

ー

ジ

メ
ン
ト

メ

ン
バ
ー

に
知

ら
さ

れ

る
。

糾
こ
の
覚
え
書
き
は
、
双
方
が
必
要
な
と
き

は
、
適
宜
更
新
さ
れ
る
も

の
と
す
る
。

＠
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（
抄

訳
）

夢
肋
伊
抄
診
宏

。
韮
参
盈
汐
砂
嵐
⑯
包
串

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
・

ス
タ
ー

ヨ
一e
≡
ロ
芦
ZF宅
O
u
S
畳

一
九
九
七
年

二
月

二
三
日

（
日
曜
）
に
掲
戟
。

世

界

の

い
ろ

い
ろ
な
場
所

で
、

ほ
ん

の
少

し

の
貸
金

で
子

ど
も
達

が
長

時
間
働

か

さ
れ

て

い
る
。

あ
る
子

ど
も

は
道

端

で
ま
た
あ

る
子
ど
も

は
薄

汚

い
工
場

で
。

（
搾
取
に
つ
い
て
の
記
事
が
ア
メ
リ
カ
の
間
男
意
識
を
向
上
さ
せ
る
）

ケ
イ
チ
イ
・
ミ

ン
ク
ナ
ー

（

〓

ハ
歳
）

ほ

の
暗

い
明
か
り
。
換
気

の
悪
さ
。
息
苦

し

い
。
長
時
間
。
言
葉
に
よ
る
ま
た
は
肉
体

的
・
性
的
な
虐
待
。
子
ど
も
達

に
と

っ
て
は

な
ん
と
ひ
ど

い
労
働
条
件

で
あ

ろ
う
か
。
し

か
し
な
が
ら
多

く

の
子
ど
も
達

が
そ
の
ひ
ど

さ

に
耐
え

て

い
る
。

ユ

ニ
セ

フ

の

一
九

九

七

年

の

レ
ポ

ー

ト

に

ょ

る
と
、
約
2
億

5
千
万
人
の

一
五
歳
未
満

の
子
ど
も
達
が
世
界
中
で
働

い
て

い
る
。
そ

の
多

く

は

ア
ジ

ア
・

ア

フ
リ

カ

そ
し

て

ラ

テ

ン

ア

メ
リ

カ

に
住

ん

で

い
る
。

い

っ
た

い
ど

れ
く
ら

い
の
子
ど
も
通

が
極
悪
な
条
件
下

で

働

い
て
い
る

の
か
は
誰
も
知

ら
な

い
が
、
搾

取

は
未

だ

に
起

こ

つ
て

い
る
。

（
中
略

）

【
企
業
・
各
国
の
動
向
】

近

年

、

パ

キ

ス
タ

ン

の
状

況

は

ス
ポ

ー

ツ

用
品

の
ト

ッ
プ
企
業

に
よ

っ
て
決
定
づ
け
ら

れ

て
い
る
。
今
月
初
め
、
ナ
イ
キ
や
リ
ー
ボ

ッ

ク
は
、
世
界

の
七
五
％
、
一
〇
億
ド

ル
に
も
お

よ

ぶ
サ

ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
の
生
産
高
を
誇

る
パ

キ

ス
タ
ン
に
お
け
る
、
児
童
労
働

に
よ

る
サ

ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
生
産
停
止
を
公
表
し
た
。

子
ど
も
福
祉

の
団
体
は

一
四
歳
以
下

の

一

万
人
も

の
パ
キ

ス
タ

ン
の
子
ど
も

が
、
わ
ず

か
な
貸
金

で

一
日
に

一
〇
時

間
に
も

お
よ
ぶ

ボ
ー
ル
の
縫
合
作
業
を
し
て

い
る
と
推
定
し

て

い

る

。

児
童
労
働
者
を
保
護
す
る
た
め

の
活
動

は

地
球
規
模

で
行
わ
れ

て
い
る
。

一
九

八
九
年

に
国
連
は
子
ど
も

の
権
利
条
約
を
採
択

し
た

が
、
条
約

で
は

「
健
康
を
脅

か
す

よ
う
な
労

働
か
ら
守
ら
れ
、
教
育
と
発
達

へ
の
権
利
が

保
障
」

さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
七
年

二
月
現

在

一
人
七

カ
国
が
条
約
を
批
准

し

て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
本
文

の
変
更
を
検
討
し

て
お
り
、
未
だ
に
批
准
し

て
い
な

い
。（

中
略
）

【
三

つ
の
企
業
が

何
を

し
て

い
る
の
か

】

チ

ル

ド

レ

ン
ズ

・

エ
ク

ス
プ

レ

ス
は

近

頃

、

ナ
イ

キ

、

デ

ィ
ズ

ニ
ー

、

リ

ー

バ
イ

・

ス
ト

ラ
ウ
ス
社

の
代
表
と
話
す

機
会
を
得
、

児
童
労
働
が
行
わ
れ

て
い
る
地
域

で
、
各
社

の
海
外

下
請
け

工
場

で
の
労
働
条
件

や
賃
金

に

つ

い
て
ど

の
よ

う

な

変

化

が
起

こ

つ
て

い

る
の
か
を
知

っ
た
。

「
ア
メ
リ
カ

の
企
業
は
、
最
悪

な
形
態

の

労
働
条
件
を
取
り
除
く
の
に
、
と

て
も
建
設

的
な
役
目
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る

で
し

ょ

う

。
」

ラ
イ

シ
は

い
う

。
企
業
は
次

の
二
種

類

の
こ
と
が

で
き
る
。

一
つ
は
社
内
規
定
を

設
け

る
こ
と
。
も
う

ひ
と

つ
は
、
工
場
内

の

状

況

を

モ

ニ
タ

リ

ン
グ
す

る

こ
と

で
あ

る
。

社
内
規
定
で
は
具
体
的

に
工
場
内

で
ど

の

よ
う
な
労
働
条
件
が
と
ら
れ
る
べ
き
か
を
示

す

が
、

そ
の
中

に
は

一
四
歳
以
下

の
子
ど
も

を
雇
用
す

る
こ
と
を
禁
止
す

る
規
定
も
含
ま

れ
る
。
私
達
が
話
を
聞

い
た
三

つ
の
企
業
は

ど

こ
も

こ
の
よ
う
な
社
内
規
定
を
持

っ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
企
業
は
、
企
業
が
契
約
し
た

下
請
け

の
工
場
が
過
去

一
〇
年

一
四
歳
未
満

の

子
ど
も
を
雇

っ
て
い
な

い
と
主
張
し
た
。

ナ
イ

キ

の
P

R

デ

ィ

レ

ク
タ

ー

で
あ

る
ジ

ム
・

ス
モ
ー
ル
は
、
児
童
労
働
が
報
告
さ
れ

た
後

の
消
費
者
か
ら
圧
力

に
よ

っ
て
社
内
規

定
が
作
ら
れ
た
こ
と
を
認
め
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
リ
ー
バ
イ

ス
社

の

コ

ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ

ン

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

で

あ

る

リ

ン
ダ

ス
ト

ラ

ウ

シ

ニ

ア

・

バ
ト

ラ
ー

は
、
企
業
は
社
内
規
定
を
労
働
条
件
の
改
善

の

一
環
だ
と
考
え

て

い
る
と
語

る
。
「
私

達

は
本
当

に
は
じ
め
た
ば

か
り

で
す
。
下
請
け

の
雇
用
者

に
は
、
平
均
的
な
条
件
を
き

い
た

の
で
す
が
」
、
と
彼
女
は
言

っ
た
。

三

つ
の
企
業

す

べ

て
が

、

こ

れ
ら

の
下

請

け

工
場

は
企

業

の
人
間

に
よ

っ
て
よ

い
換

気
・
十
分
な
明
か
り
・
労
働
時
間

の
短

縮
を

保
障
す

る
た
め
に
視
察

さ
れ
て
お
り
、
虐
待

の
報
告
は
調
査
さ
れ
る
、
と
し

て
い
る
。
し

か
し
、
海
外
下
請
け
会
社
の
労
働
条
件
が
改

善

さ
れ

て

い
る
と
企
業
が
述

べ
て
も
、
工
場

レ
ベ

ル
で
実
際

に
何

が
行
わ

れ

て

い
る

の
か
を

知

る

の
は

難
し

い
。

例

え

ば

、

チ

ル

ド

レ

ン
ズ

・

エ
ク

ス
プ

レ

ス
が

バ

ン
グ

ラ

デ

ツ
シ

ュ
の
ダ

ッ
カ

に
あ

る

衣
類

の
製
造
工
場
の
オ
ー
ナ
ー
に
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
際
、
彼
の
工
場

で
何
が
行
わ
れ
て
い

る
の
か
、
彼
は
ま

っ
た
く
知
ら
な

い
様
子
で
あ

っ
た
。「
私
達
は
彼
に
視
察
官
に

つ
い
て
、
尋
ね

ま
し
た
。
虐
待
な
ど

の
問
題
を
ど

の
よ
う
に
取

り
扱

っ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
彼

は
何
も
知
ら

な

か

っ
た

の

で
す

止

チ

ル
ド

レ

ン
ズ

・

エ
ク

ス
プ

レ

ス

の

メ

ン

バ

ー

の

一
人

は

言

い
ま

す
。
「
そ
し

て
彼
は
ま

た
、
子
ど
も

が
労

働

年
齢
以
下
か
ど
う

か
を
ど
う

や

っ
て
見
極
め

る
の
か
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

【
低
賃
金
と
い
う
罠
】

こ
れ
ら

の
第

三
世
界

の
工
場
で
は
、
労
働

条
件
だ
け
が
な
に
も
改
善
す

べ
き
点

で
は
な

い
。
も

っ
と
大
き

な
問
題
は
賃
金

で
あ
る
、

と

チ

ャ
ー

ル

ス
・

カ

ー

ナ

ゲ

ン
は

言

う

。
彼

は
世
界
中
の
労
働
者
問
題
を
扱
う
人
権
活
動

グ

ル

ー

プ

で

あ

る

。

N
a
t
iO
n
a
－
L
a
b
O
r

C
O
m
ヨ
itte
e
の
デ

ィ

レ

ク

ク

ー

で

あ

る

。

カ

ー
ナ
ゲ

ン
の
組
織

は
ア
メ
リ
カ
企
業
が
海
外

で
ど

の
よ
う

な
活
動
を
展
開
し

て
い
る
か
を

調
査

し
、
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス
で
は

カ

ー

シ
ー
・
リ

ー
・
ギ

フ

ォ
ー

ド

の
服

が
、

一
〇
代

の
子

ど
も

と
女
性
に
よ

っ
て
時
給
た

っ
た
三

一
セ
ン
ト
で

つ
く

ら
れ

て

い
る

こ
と
を

明

る

み

に
し

た
。

ユ

ニ
セ

フ

の
報

告

書

に

よ

る

と

、
「
多

く

の
企
業
が
そ
の
工
場
を
、
最
も
安
価
な
労
働

力
、
最
低
限
の
賃
金

で
ま
か
な
え
る
国
に
建

て
て

い
る
。
」
貸
金

問
題

は
第

三
世
界

の
政

府
も
そ
の

一
端
を
担

っ
て
い
る
。
（
以
下
略
）
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「 最悪の形態の児童労働の禁止、
廃絶のための条約」

岩 附 由 香 （国際子ども権利センター）

児
童
労
働
の
問
題
は
近
年
世
界
的
課
題
と

し

て
注
目
を
浴

び
る
よ
う

に
な
り
ま

し
た
。

そ
れ
に
は

一
九
七

〇
年
代

か
ら
九

〇
年
代
に

か
け

て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
行
わ
れ
た
児
童
労
働

に
よ
る
製
品

の
ボ
イ

コ
ッ
ト
運
動

や
、

一
九

九

二
年

に
ア
メ
リ
カ
で

「
児
童
労
働

に
よ

っ

て
作

ら
れ
た
も

の
は
輸
入
し
な

い
」
と

い
う

法
案

が
提
出
さ
れ
、
成
立
し
な
か

っ
た

に
も

か

か
わ

ら

ず

、

バ

ン
グ

ラ

デ

シ

ュ
の
繊
維

業

界

の
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
な
ど
が
背

景

に
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
経
済

の
グ

ロ

ー

バ

ル
化

が

進

む

な

か

で

、

ヒ
ト

・

モ

ノ

・

カ
ネ

が
密
凝

に
結
び

つ
き

、
ひ
と

つ
の
国

で

お
こ

つ
た
で
き
ご
と
が
、
地
理
的

に
離
れ
た

他

の
国
々
の
ヒ
ト
・

モ
ノ
・

カ
ネ

に
直
接
的

な
影
響
を
及
ぼ
す
構
造
が
で
き

て

い
る
こ
と

を
わ
た
し
た
ち

に
認
識
さ
せ
ま

し
た
。
児
童

労
働
は
、
そ
う

い
っ
た
経
済
構
造
と
、
北
と

南
の
構
造
を
顕
著
に
現
し
て

い
た

の
で
す
。

ま

I
L
O

（
国
際
労
働
機

関
）

の
な
か
で
も

一
九
九

二
年
よ
り
児
童
労
働
廃
絶
国
際
プ

ロ

グ
ラ
ム

（
I
P
E
C
）
が
始
ま
り
、
児
童
労

働

に
対
す

る
取
組
み
を
は
じ
め
ま

し
た
。
ま

た
、

一
九
九
六
年

の
I
L
O
理
事
会

で
、

一

九
九

八
年
か
ら
九
九
年
に
か
け
て
児
童
労
働

の
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
決
ま
り
、
九

七

年

二

月

に

ア

ム

ス

テ

ル
ダ

ム

で
、

一
〇
月

の
オ

ス
ロ
で
国
際
会
議
が
開

か
れ
ま

し
た
。

そ

の
な
か
で
、
す

べ
て
の
児
童
労
働
を
な
く

す
に
は
時
間
が
か
か
る

こ
と

、
そ
れ
な
ら
ば

特

に
「
耐
え
が
た

い
」
と
感
じ
ら
れ

る
労
働

に
焦
点
を
あ
て
、
そ

こ
か
ら
な
く
し

て
い
こ

う
と

い
う

こ
と

に
な
り
、
九
九
年
六
月

の
I

L
O
総
会
で
二
年
間

に
わ
た
る
審
議
が
終
了

し
、
∃
最
悪
の
形
態

の
児
童
労
働
』

の
禁
止

と
廃

絶

の
た

め

の
即

時
行

動

に
関
す

る
条

約
」
と
し

て
採
択
さ
れ
ま
し
た

（
注
1
）
。

こ

の
条
約
は
、

一
人
歳
未
満

の
す

べ
て
の

子
ど
も
を

対
象
と
し

て

い
ま
す
。
「
最
悪

の

形
態
」
と
は
何
を
さ
す
か
と

い
う
と
、

1
．
奴
隷
制
度
ま
た
は
そ
れ

に
類
似

し
た
慣

習
（
強
制
労
働
、
子
ど
も
の
売
買
や
取
引
、

借
金

に
よ
る
拘
束

や
農
奴
、
戦
闘

へ
の
使

用
を
目
的

に
子
ど
も
を
強
制
的
ま

た
は
義

務
的

に
徴
兵
す
る
こ
と
を
含
む
、
強
制
ま

た
は
義
務
労
働
）

2
．
売
春
・

ポ
ル
ノ
の
制
作
、
興
行

に
子
ど

も
を
使
用
、
斡
旋
、
提
供
す
る
こ
と
。

3
．

不
正
な
活
動
、
特

に
薬
物

の
生
産
や
密

売
に
子
ど
轟

斡
旋
、
提
供
す
る
こ
と
。

4
．
性
質
的
に
、
ま
た
は
そ
れ
が
行
わ
れ

る

状
況
に
よ

っ
て
、
児
童
の
健
康
、
安
全
ま
た

は
道
徳

に
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
業
務
。

の
四

つ
で
あ
り
、
4
．

の
業
務
に
関
し

て

は
、
各

国
が
関
連
団
体
と
協
議

し
規
定
す

る

こ
と

に
な

っ
て

い
ま
す

。

耕
を

≠廿

ネ

八

義
務
と
特
徴

こ
の
条
約
を
批
准
す
る
各
国
は
、
条
約
で

定

め
ら

れ

た
規
定

の
適

用
を

監
視

す

る
こ

と
、
ま
た
優
先
事

項
と
し
て
、
最
悪

の
形
態

の
児
童
労
働
を
廃
絶
す

る
た
め
の
行
動
計
画

を
策
定

し
実
行
す
る

こ
と
、
ま
た
そ

の
実
施

に
関
し

て
は

I
L
O

の
三
者
構

成

（
注

2
）

だ
け

で
な
く
、
適
宜
そ

の
他

の
関
連
グ

ル
ー

プ

（
N
G
O
な
ど
）

の
意
見
も
考
慮
す

る
こ

と

が
義
務
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
条
約

の
タ
イ

ト

ル
に
も
あ

る
よ
う

に
、
「
即
時
行

動
」

す

る
こ
と
が
求

め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
「
戦
闘

に
お
け

る
子
ど
も

の
使
用
」

が
最
悪

の
形
態

と
定

義
さ
れ

た
こ
と

、
「
時
限
的
」

な
行
動

計

画
を
行
う
よ
う
定
め

て
い
る
こ
と
が
特
徴

で
す
。

H
H

条
約

の
本
文

で
も
認

め
ら
れ

て

い
る
よ
う

に
、
今
後

の
「
国
際
協
力
」

は
児
童
労
働

の

問
題
を
解
決
す

る
上

で
大
変
重

要

で
あ
り
、

ま
ず

こ
の
条
約

を
早
急

に
批

准
す
る

こ
と

、

そ

し

て

そ

の
責

任

と

し

て
I

P

E

C

へ
の
恒

常
的
拠
出
や
、
法
的
連
携
、
情
報
交
換
を
通

じ
て
、
児
童
労
働

の
問
題
に
関
わ

っ
て

い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
注
1
）
I
L
O
条
約
と
は
I
L
O
が
策
定

す

る
国
際

労
働

基
準

で
あ

り

、
加
盟

国

（

一
七

四
か

国
）
は
そ
れ
を
批
准

す
る

こ

と
に
よ
り

そ
の
条
項
を
実
施
す

る
義
務
を

負

い
ま
す
。

（
注
2
）
三
者
構
成
I
L
O
条
約
を
作
る
審

議
に
参
加
す

る
の
は
、
各
国
政
府
、
使
用

者
、
労
働
者

の
三
者

の
代
表

で
す
。

こ
れ

を
三
者
構
成
と
呼
び
ま
す
。
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思

第

一
回

七
月

三
日

▲条
例
づ
く
り

へ
の
子
…と
も
h苧
加

講
師

山
崎
信
書

さ
ん

（
川
崎
市
教
育
委
員
会
）

「
子
ど

も

を
ひ
と

り

の
権
利

主
体

」

と

し

て
認

識
す

る

こ
と

か
ら
出

発

し
た

川
崎

市

の
条

例
づ

く
り

は

「
市

民
参
加

型
」

と

し

て
全

国

的

に

マ

ス

コ

ミ

な

ど

か

ら

‥注

目
口

さ
れ

て

い
る
。

な
か

で
も
特

筆

す

べ
き

は

「
子
ど

も
市
民
」

の
参

加

で
あ
る
。
条
例
策

定

の
た
め

の
会

議
自

体

に
子
ど

も

が
委
員

と

し

て
参

加

し

て

い
る

の
だ

が
、

言
葉

ひ

と

つ
と

っ
て
も

会
議

用

の
言
葉

は

子
ど
も

に

は

チ

ン
プ

ン

カ

ン
プ

ン
だ

っ
た

り

す

る

。

そ

れ

を

ひ

と

つ
ひ

と

つ
、

わ

か

り

や

す

い

言
葉

に
直

し

た
り

、
ネ

ク

タ
イ
を

は
ず

し

子
ど

も

に
快
適

な

雰
囲

気
を
作

り

出

し
た

り
様

々
な

工
夫

が

な

さ
れ

て

い
る
。

そ
ん

な

な

か
で
子

ど
も

達

か
ら

は
お
と

な
と

は

ま

っ
た
く
違

っ
た
角
度

か

ら
質

問
が

で

て

驚
く

こ
と
も

し
ば
し
ば
。
「
子
ど
も

と

一
緒

に

つ
く

る
の
は
大
変
だ
な

ァ
。
」
当

初
、

そ

の

思

い
が

消

え

な

か

っ
た

が

、

い

つ

の
ま

に
か

な
く

な
り

、
現

在

で
は
子

ど
も

と

お

と

な

双
方

が
学

び
あ

え

る
雰
囲

気

が

で
き

あ
が

っ
て
き

た
よ
う

で
あ

る
。

国
が
締

約
す

る
条

約
が

あ

る

の
に
な
ぜ

川
崎

が
条

例
を

つ
く

る

の
か

？
そ

の
答

え

は

「
今

の
子
ど

も
じ
た
ち

に
は
条
例

が
必

要

だ

か
ら
。
」

で
あ

る
。
九

四
年

に
条

約
が
締

結

さ
れ

た
が

そ
れ

で
権

利
保

障
達

成

さ
れ

た
わ
け

で
は
な
く

、
問

題

は
ま
だ
ま

だ
残

っ
て

い
る
。

川
崎

市

は
直
接

子
ど
も

と

接

す

る
自

治
体

と

し

て
、

取
り

組
む

必
要

性

が
あ
る
、
と
山
崎

さ
ん
は
言
う
。

そ

の
後

、
川
崎

市

で
条
例

づ
く
り

が

は

じ
ま

る
ま

で

の
地
域

教
育
会

議
・

川
崎

夢

共
和

国

な
ど

の
土
壌

や
、

六
月

に
出

さ
れ

た

中

間

報

出
口
、

策
｛
疋
ま

で

の
今

後

の

予

定

な
ど
が

説
明
さ
れ
た
。
会

場
か
ら
は
、
「
私

達

の
ま

ち

で
も

子
ど

も
権

利
条

例
を

つ
く

り

た

い
」

と

い
う
声

も
…開
か

れ
、
大

変
充

実

し
た
内
容

で
あ

っ
た
。

（
安
部

芳
絵

）

第

二
回

七
月

一
〇

日

遊
び
甘
、
公
一圃
」つ
く
り
を

千
川と
も
た
ち
の
手
で

山
本
克
彦
さ
ん
（
S
O
U
P
代
表
）

滋
賀

県
近

江

八
幡
市

で
取
り

組
ま

れ

て

い
る
公
園

づ
く

り

へ
の
子
ど

も
参

加

の
様

子
を

、

サ
ポ

ー
タ

ー
代

表
と

し

て
子
ど

も

た
ち

の
支

援
を

し

て
き
た

山
本
克

彦

さ

ん

か
ら
報
告

し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

近

江

八
幡
市

で
は

、
子
ど

も

た
ち

の
意

見

を

地

域

社

会

づ

く

り

に
活

か

そ

う

と

「

ハ

ー

ト

ラ

ン

ド

は

ち

ま

ん

議

会

ジ

ュ

こ

′ァ
」

を

発
足

さ

せ

て

い
ま

す

。

こ
れ

は

、

小

五

か
ら
中

三

の
子
ど
も

た

ち
が
、

公
募

と

地
域

推
薦

で
議
【
貞
に
選
ば

れ
、
社

会

人

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

・

サ

ポ

ー

タ

ー

か

ら

支

援

を
受

け

つ
つ
、

さ
ま
ざ

ま

な
街

づ
く

り

に
参

加
す
る
と

い
う
も

の
で
す
。

そ

の
な

か

で
も

、
特

に
今

回
報
告

し

て

い

た
だ

い
た

の
は

、
「
遊

び

場

づ

く

り

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ
プ

」

に

つ

い

て

で

し

た

。

地

元

の
方
か

ら
公

園
用
地

の
提

供

が
あ
り

、
子

ど

も
た

ち
を

中
心

に
、

サ
ポ

ー

タ
ー
、
市

職

貞
、

地
元

住
民
む
じ
参
加

す

る
形

で
、
公

園

づ

く

り

の

全

プ

ロ

セ

ス
を

、

み

ん

な

で

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ
プ

を

し

な

が

ら

や

っ
て

し

ま

お

、つ
と

い
、つ
活

動

で
す

。

講

師

の
山

本

さ

ん

は

、

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

の
様

子

を
撮
影

し

た
ビ

デ
オ
を

使

い
な

が
ら

、

四
回
行
わ

れ

た

ワ
ー

ク
シ

ョ

ッ
プ

の
様
子
を

説
明
し

て
く
れ
ま

し
た
。
特

に
、

第

四
回

目
は
、
業

者

に
よ

る
説

明
と

、
公

園
建

設
業

者
を

決

め
る
入

札
投

票
が
行

わ

れ
ま

し

た
。
ま

ず
、

市
内

六
業

者
が

、

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ
プ

で
作

ら

れ

た

プ

ラ

ン

を

ベ

ー

ス
に
し
た
自

社
プ

ラ

ン
を

説
明
、

そ
れ

か

ら
子

ど
も

た
ち

の
質

問

や
意

見
交

換
が

あ

り
、

い
よ

い
よ

子
ど
も
じ
た

ち

や
住

民

に

ょ
る
投

票

で
す
。

こ
れ

ぞ
、

子
ど
も

や
住

民

に
よ
る
地
域
参
加
と

い
う

瞬
間
で
し
た
。

山
本

さ

ん

に
よ
る
と

、
選
ば

れ
た

公
園

の
プ

ラ

ン
は
、

お
年
寄

り

が
ゲ

ー
ト
ボ

ー

ル
場
と

し
て
も

使
え

る
多
［日
的

グ
ラ

ン
ド
、

ト

ン
ネ

ル
や
丸

太
遊

具

の
ほ
か
、

子
ど

も

た
ち

が

み
ん
な

で
作

る
池

が
あ

る
と

い
う

も

の

で
、

こ

れ
ま

で

の
美

観
重
視

の
固
定

的

な
公

園

で
な
く
、

人

の

つ
な

が
り

や
活

動

が
見
え

る
公

園
と

い
う

と

こ
ろ
が

評
価

さ

れ

た

の

で

は

な

い
か

、

と

い
、つ
こ
と

で

し
た
。

最

後

に

コ
メ

ン

テ

ー

タ

ー

の
宣
日多

明

人

加盟

包

さ

ん

か

ら

、

こ

の
報

告

に

つ

い

て
、

①

サ

ポ

ー
タ

ー
＝
伴

走
者

の
仇伐
割

は

、
子

ど
も

支
援

の
あ

り
方

に
重

要
な

ヒ
ン
ト
を

与
え

て
く

れ

て

い

る

こ
と

、

②

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

は
子
ど

む
じ
が
参
加

や
意

見
表

明

に
必

要

な

力

量

を

つ
け

る

よ

い
機

A
京
に

な

っ
て

い

る
こ
と
、
③

お
と

な
と
子

ど
も

の
共
同
決

定

の

モ
デ

ル
を

提
供

し

て
く

れ

た

こ
と

、

な
ど

の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。（
藤
井
臥軒
夫
）

第

三
回

七
月

Ⅰ
六

日

子
川と
も
の
意
見
を
取
り
入
れ
た

子
…と
も
セ
ン
タ
ー
づ
く
り

山

口
正
人
さ
ん

（
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
委
員
会
委
員
長
）
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「
ば

あ

ん
」
と

は

町
田
市

に
あ

る
、

一

九
九

九
年

五
月

に
オ
ー
プ

ン
し
た
ば

か
り

の
子

ど
も

セ

ン
タ

ー
で
す

。

こ

の
子

ど
も

セ

ン

タ

ー

の
す

ば

ら

し

い
と

こ

ろ

は

子

ど

も

委

員

会

を

設

け

て
、

セ

ン
タ

ー

の

企

画
・

制
作

に
使

用
す

る
立

場

に
あ

る
子

ど

も

の
意
見

が
採
用

さ
れ
て

い
る
こ
と

で
す
。

今

回
は

「
ば

あ

ん
」

が

で
き

る
ま

で
の
過

程

と
現

在

の
状
況

を
、

こ

の
子
ど

も
委

員

長

で
あ

る

山

口
正

人

さ

ん

に

報

出
口
し

て

い

た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
子
ど

も

セ

ン
タ
ー

の
企
画
・

制
作

に
積
極

的

に
子

ど
も

の
意
見

が
採

用

さ
れ

る

よ

う

に

な

っ
た

の
は

九

人
年

五

月

に

“「
子
ど

も

セ

ン
タ
ー

一
号

等
」

子
ど

も
委

員
会

″
が

発
足

さ
れ

た
と

こ

ろ
か
ら

に
な

り
ま

す
。

こ

の
委

員
会

の

メ
ン
バ

ー
は
市



の
青
少

年

課

の
方

か

ら
呼

び
か

け

が
あ
り

集

ま

っ
た

そ
、つ
で
、

小
学

生

は
三
〇

人

～

四

〇

人

、

中

」尚

生

は

二

二

二
人

で

し

た

。

第

一
回

ム
試
合

で

は

セ

ン

タ

ー

の
大

き

さ

な

hど
は
あ
ら

か
じ
め
決

め
ら
れ

て

い
た
た
め
、

建

物

の
配
色

設
－疋
と

セ

ン
タ
ー
を

ど
う

使
「

う
か

に

つ
い
て
話
し
合

っ
た
そ
う

で
す
。

本
来
な
ら
ば
小
中
高
生
全
員

で
会
議
を

開

く
は

ず
な

の
で
す

が
、

中
山尚
生

が

部
活

で
会
議

を
開

く
時

間

が
遅
く

な

っ
た

た
め

小

学
生

と
時

間

が
合

わ
な

か

っ
た
り

、
小

学

生

は
議
題

に

つ

い
て
た

く
さ

ん

の
案

を

出
し

て
く

れ

る
も

の

の
、

そ

の
実

を

ど
、つ

実

現
す

る

か
、

と

い
、つ
こ
と
を

決

め
る
と

こ

ろ
ま

で
集
中

力

が
も

た
な

い
と

い
、つ
問

題
が

出

て
き

ま

し

た
。

そ

こ
で
小

中
高

生

で

一
度
会
議
を
開
き
小
学
生

に
案
を
出
し

て
も

ら

い
、

そ

の
後

中

高
生

で
案

を
ど

う

す

れ
ば
実

現

で
き

る
か

を

二
度
n日
の
会

議コメンテイ ターの林 大介 さん と報告者 の山口正 人 さん

を

開
き

決
定

す

る
と

い
う

形
を

と

る

こ
と

に
な
り

ま
し
た
。

私
は

「
ば

あ
ん
」

で
最

も
注

目
す

べ
き

と

こ
ろ
は
大

人

が
子
ど

も

に
社
会
参

加

を

呼

び

か

け

て

い

る

と

い
う

と

こ

ろ

に
あ

る

と
思

い
ま
す

。
子

ど
も

だ
け

で
社

会
参

加

を
す

る

の
は
と

て
も
難

し

い
、
社

会
参

加

と

い
う

概

念

が
な

い
場

合
も

あ

り
ま

す

。

た
か

ら
す

で
に
社
会
参

加

を
し

て
い
る
大

人

が
子
ど

も

の
社
会
参

加

に
手
を

貸

し

て

あ
げ

る
、
と

い
う

の
が

理
想
だ

と
思

い
ま

す
。

こ
れ
か

ら
子
ど

も

で
も
社
会

参

加
し

や
す

い
状
況

が
広

が

っ
て
行
く

こ
と

に
期

待
し

て

い
ま

す
。

（
大
井

和
）

第

四
国

七
月

二
三
日

「
イ
ン
ド
の
甘
く
子
ど
も
と
草
加
の
権
利
」

甲
斐
田
方
智
子
さ
ん

（
国
際
子
ど
も
権
利
セ
ン
タ
ー
代
表
）

参
加
の
権
利
を
行
一便
す
る
「
バ
タ

フ
ラ
イ
ズ

」

「
バ
タ

フ
ラ
イ
ズ
」

は
、
靴
磨
き

や
く
ず

拾

い
、
ポ

ー

タ
ー
な

ど
を

し

て
働

く
子

ど

も

を

エ

ン

パ

ワ

ー

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

た

団

体

。

バ

タ

フ

ラ

イ

ズ

が

掲

げ

て

い

る

「
子
ど
も
参
加
」

と

い
う

の
は
特

別
な
プ

ロ

グ

ラ

ム
で
は
な

く
、

毎

日

の
生

活

の
中

で

の
根

底

に
あ

る
も

の

で
す

。
昨

年

の
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

の
た

め

に
来

日

し

た

ラ

ム
君

は

、

バ
タ

フ
ラ
イ
ズ

の
活

動

に
参
加

す

る
こ
と

に
よ

っ
て
「
自

分

達

の
こ
と

だ
け
を

考
え

る

の
で

は
な

く

、

女
性

や
異

民
族

な

ど

、

他

の
抑

圧

さ
れ

て

い
る
人

々

の
気
持

ち
を

分

か

る
よ
う

に
な

り
、
行

動

す

る
よ
、つ
に

な

つ
て

き

た

」

と

語

っ
て

い
ま

す

。

児
童
労
働
問
題
に
取
り
組
む

「
C
W
C
」

農

村

に

お

い

て

子

ど

も

と

そ

の
親

へ
の

職
業

訓
練
を

行

い
、
子

ど
も

に
と

っ
て
必

要
な
適

性

教
育
を

す

る

こ
と
を

R
口
的

に
結

成

さ

れ

た

の
が

C

W

C
（
T
h
e
 
C
O
ロ
C
e
m
e
d

f
O
r

W

O【
k
i
コ
g

C

h
i
－
d【

e
ロ
）
。

C

W

C

で

は

、

三

者

タ

ス

ク

フ

ォ
ー

ス
と

い
う

、

子

ど

も

、

雇
用

者
、

お
と

な

の
村

議

の
三

者
が
」対
等

な

立
場

で
話

し
合
う

場
を

設
け

、
子
ど

も

の
時

か

ら
村
議

や

お
と
な

と
話

し
合
う

こ

と

に
よ

り
、

子
ど
も

が
十

八
才

に
な

つ
た

時

に
は

社
会

状
況

に

つ
い
て
理
解

し
行
動

す

る

す

る

こ

と

が

で

き

る

シ

ス

テ

ム

を

築

い
て

い
ま

す

。

ま

た
子
ど

も

の
問
題

は
…様
々
な
場

所

で

同
じ

よ
う

な
問
題

が
起

き

て
お
り

、
村

や

州
川
を

超

え

て

、

国

レ

ベ

ル

で

児

童

舶
刀
働

に

つ
い
て
考
え

る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

C

W
C
は

五
〇
〇

〇

人
近

い
子
ど

も
を
ー集

め
た

「
働

く
子
ど

も

の
全

国
大
会

」
を

開

催

し

た
り

、

一
九

九

六
年

一
二
月

に

は
、

南

ア

ジ

ア

（
ス

リ

ラ

ン

カ

、

バ

ン
グ

ラ

デ

シ

ュ
、

ネ

パ

ー

ル
、

イ

ン

ド

）

で

働

く

子

ど
も

を

中
心
と

し

た
国
際

サ

ミ

ッ
ト

（
大

臣
や
国
連
関
係
者
も
参
加
）
を
開
催
す
る

な
ど
、
活

発

に
活
動
し

て

い
ま
す
。

こ
れ

か
ら

の
課

題

バ

タ

フ

ラ

イ

ズ

や

C

W

C

の
活

動

か

ら

分

か
る
よ
う

に
、
「
子
ど
も

の
権
利
」
を
大

切

に
す

る
か

し
な

い
か

が
子
ど

も

の
成
長

に
と

っ
て
重

要

に
な
り
ま

す

。
子
ど

も
自

身

が
自

分
達

の
意

見
を

調
整

し
、
ま

と

め

る
機
会

が

、

日
本

の
子

ど
も

に
ど

れ
だ

け

あ

る
か
。
子

ど
も

自
身

が
自

ら
問

題
を
見

つ
け
そ

の
解

決
策
を
探

る
こ
と

、
そ
し

て
、

子

ど

も

の

エ
ン

パ

ワ
ー

メ

ン

ト
と

と

も

に
、

社
会

全
体

を
変

え

て

い
く

こ
と

が
必
要

と

な
り
ま
す
。

（
林

大
介
）

※
な
お
国

際
子
ど
も
権
利

セ

ン
タ
ー

で
は
、

今
年
も

「
児
童
労
働

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
、

一
〇
月

八
日

に
大

阪

で
、

一
〇
月

一
六

日

に
東
京

で
開
催
す

る
予
定

で
す
。

m
m

m
m

m
m
m

m
m

m
田口
DO

m
m

m
凹

00
m

∽
m
m

m
m

凹
m

凹
m
m

m
00

m
皿

m
∞

「
子
ど
も
の
権
利
集
約
学
習
耕
座
」

に
草
加
し
て

山

口
喜

代

司
さ

ん
（
栃
木
県
・

野
木
町
）

今
回
の
講
座
開
講
を
新
聞
記
事
で
知
り
、

過

一
回
計

四

回

の
講
座

に
参

加

さ
せ

て

い

た
だ
き
ま

し
た
。

第

一
回

の
講

座

に
参
加

し
ま

し
た
と
き
、

ま

ず
ド

キ

ッ
と

し
ま

し

た
。
私

が

想
像

し

て

い
た

の

と

也過

っ
て

、

こ

じ

ん

ま

り

し

た

部

屋

に

、

そ

れ

に

ふ

さ

わ

し

い
く

ら

い

の

方

々
が

い
ら

っ
し

や

い
ま

し

た

。
「
む

む

、

こ

れ

は

“

超

”

専

門

家

の

此
日
さ

ん

の
集

ま

り

な

の

で

は

な

い

の
か

？

」

と

思

っ
た

か

ら

で
す

。

で
も
、
そ
こ
が
恐

い
も

の
知

ら
ず

の

”ど

素
人

〟
の

い
い
と

こ
ろ
、
四
回

の
講
座
全
部

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
座

は
①

川
崎

市

の

「
川
崎

市

子
ど
も

権
利
条
約
」
策
定

の
取
り
組

み
②
近
江
八

幡
市

の
小
・

中

二
商
生
が
参

加

し
、

設
計

か
ら

、
投

票

に
よ

る
施

工
業

者

の
選

定
ま

で
行

っ
た

公
園

づ
く

り
③

町

田
市

の
小

・

中
・
高

生

に
ら

る
子
ど

も

セ

ン
タ
ー

”ば

あ

ん
″

の
ソ

フ
ト
づ
く
り

④

イ

ン
ド

の
働

く
子

ど
も

た
ち

の
権

利
支
援

の
現
地

状
況

報

出
口
。

以

上
、

四

回

の
講

座
は

、

い
ず
れ
も

新

鮮

な

刺
激

を

私

に
与
え

て
く

れ
ま

し
た

。

こ
れ
か

ら
も
機

会

を
と

ら
え

て
勉

強
さ

せ

て

い
た
だ
き

、
わ

が
町

で
も

子
ど

も
と

大

人

の
パ
ー
ト

ナ

ー
シ

ッ
プ
づ

く
り

を
実

践

で
き

た
ら
と
念
願

し
て

い
ま

す
。
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子
ど
も
の
権
利
実
現
と

〝国

、自
治

体
、
N
G
O
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
″

企
画
内
容
の
骨
子
固
ま
る

去

る
七
月

三
〇

日
、

第

二
回

フ

ォ
ー
ラ

ム
実
行
委

貝

会

が

開
か

れ
、

一

一
月

二
七
・

二

八
日
両

日

の
企
画

内

容

が
ほ
ぼ

固
ま

り

つ

つ
あ
り

ま
す
。

全
体
会
企
画

＊
シ

ン
ポ

ジ

ウ
ム

「
子

ど
も

の
権

利
救
済

を

ど
う
す

す

め
る
か
」

自

分

の
権

利

が
侵

害

さ
れ

て

い
て
も
相

談

で
き
ず

に

苦

し
ん

で

い
る
子
ど

も

、
勇

気
を

持

っ
て
相

談

し

て
も

効
果
的
な
解
決
策
を
取

っ
て
も
ら
え
な

い
子
ど
も
、
自

分

の
権

利
が
侵

害

さ

れ
て

い
る

こ
と
す

ら
わ

か

ら
ず
放

置

さ
れ

て

い
る
子

ど
も

な
ど

な
ど

。
子

ど
も

の
S
O

S

を
受
け
止
め
、
救
済
す
る
仕
組
み
や
取
り
組
み
の
現
状
、

課
題

を
明
ら
か

に
し

て
い
き
ま
す

。

＊
子
ど
も

ア
ク
シ

ョ
ン
広
場

例
年
ど
お
り
の
子
ど
も
た
ち
同
士
の
経
験
・
意
見
交

流

の
場

を
企

画

し

て

い
ま

す

が
、
今

年
は

、
子

ど
も
自

身

に
よ

る
子
ど
も

へ
の
情

報
発

信
を

行

っ
て
き

た

N
G

O

「
チ

ル
ド

レ

ン
ズ

・

エ
ク

ス
プ

レ

ス
」

と

の
交
流

も

予
定
さ

れ
て

い
ま
す
。

分
科

会

企

画

（
カ

ツ
コ
内
は
企
画
運

営
団
体
）

＊
権

利

学

習

ワ
ー

ク

シ

ョ
■
ツ
プ

（
C

A

P
）

＊
子

ど

も

・
お
と
な
演

劇
的

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

（
劇
団
風

の
子
）

＊
地
域
と
文
化
活
動

（
埼
玉
・
子
ど
も
劇
場
）
＊
子
ど

も

の
電
話
相
談

活
動

（
せ
た

が
や
チ

ャ
イ

ル
ド
ラ
イ

ン
）

＊
子
ど

も

の
居
場

所

（
東
京

シ

ュ
ー

レ
）

＊
活
動

す

る

南

の
子
ど
も
た
ち
－
児
童
労
働
・
性
虐
待

（
国
際
子
ど

も

権

利
セ

ン
タ

ー
・

日
本

フ
ォ
ス

タ
ー
プ

ラ

ン
・

フ
リ

ー
ザ

チ

ル
ド

レ
ン
ジ

ャ
パ

ン
）

＊
学
校

と

子
ど
も

参

加

（
子
ど
も

の
人
権
埼

玉
ネ

ッ
ト
）

＊
子
ど
も

企
画

「
子
ど

も
交
流
会

（
仮
）
」
な
ど

（
喜
多
明
人
）

□

口

［
〓
］
ロ

田

口

ロ

ロ

ロ

ロ
ロ

ーロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
∩
〓
］
ロ

ロ

田

m葦

卸課憲
章

m

ロ

ロ

ロ

∩
〓
］
ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

∩
〓
］

－∪
口

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

今
年
は
、
十
八
歳
未
満

の
子
ど
も
も
含
め
、

一
〇
代
の

運
営
委
員

が
四
人

。
そ

の
こ
と
も
あ

っ
て
、
第

一
回
は
六

月
十
三
日
の
日
曜
日
に
運
営
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

た
だ

し
、

一
〇
代

の
委

員
も
平

日
の
夜

の
ほ
う

が
、
か
え

っ
て
出

席
し
や
す

い
と

い
う
声

が
出

て
、
第

二
回

の
運
営

委
員
会
か
ら
は
、
原
則
毎
月
の
第

一
月
曜
の
夜

（
八
月
だ

け
は
第

四
週
で
す

）
に
開
催

と

い
う
方

向
に
な
り
ま
し
た
。

毎

回
、
最
初
に
、
情
報
交
換
会
を
開

い
て

い
ま
す

の
で
、

運
営
委
員
に
限
ら
ず
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
歓
迎
し

ま
す

。
す

で
に
、
毎
回

の
よ
う

に
参

加
し

て
い
る

一
般
会

員

の
方
も

い
ま
す
。

活
動
と
し
て
は
、
ま
ず
、
第

一
期

の
学
習
講
座
を
七
月

に

四
回
実

施
し
ま

し
た
。
「
子
ど
も

と
共

に
創

る
」
と

い

う
共
通

の
テ
ー

マ
で
、

い
わ
ば

最
新

の
子
ど
も
参
加

の
事

例
報
告
。
内
容
的

に
は
、
か
な
り
素
晴
ら
し

い
も

の
だ

っ

た
と
、
主
催
者

と
し
て
は
考
え

て
い
る
の
で
す

が
、

い
ず

れ
の
回
も
参
加
者
が

一
〇
～
二
〇
名
程
度
と
、
予
想
よ
り

少
な

い
と

い
う

課
題
が
残
り
ま
し
た
。
学
習
講
座

に

つ
い

て
ご
意
見

、
ア
イ
デ

ア
な
ど
あ
り
ま

し
た

ら
、

是
非

お
寄

せ
く
だ

さ

い
。

ま

た
、
今
年

は
、
子
ど
も

の
権
利
条
約

フ
ォ
ー
ラ
ム
が

東
京

で
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
運
営
委
員

の
多
く
が
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

貞
会
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、

分
科
会

の
企
画
運
営
を
、
子

ど
も

の
権
利
関
連

の
い
く

つ

か

の
団
体

で
、
あ

る
程
度
引
き
受

け
て

い
た
だ
く
と

い
う

形

で
進
め

て
い
ま

の
で
、
こ
れ
ま

で
と
は
ち
が

っ
た
多
団

体
協
力
型

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
な
る

の
で
は
な

い
か
と
思

い

ま
す
。

最
後

に
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
チ
ル
ド
レ

ン
ズ

・

エ
キ

ス

プ

レ
ス
と

の
交
流

を
進
め

て
い
ま
す
が
、
今
、
運
営
委
員

の
安
部
さ

ん
が
、

現
地
に
研
修

に
行

っ
て

い
ま
す
。
十

一

月

に
は
子
ど
も

た
ち

が
数

人
来

日
し
、

フ
ォ
ー
ラ

ム
で
、

日
本

の
子
ど
も

た
ち
と

の
交
流
も
あ
り
そ
う
な

の
で
大

変

楽
し
み
で
す
。

（
藤
井
幹
夫
）
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一国連・子どもの権利委員会

（C R C ）の勧告を活かす
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日本委兵舎浦
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